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芽室町では、「18歳以下のお子さんがいる家庭を子育て世帯」と考え、昨年12月に子育て支援カードを発行しました。
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問  ☎ 　  ☎

子育て通信「ほほえみ」発行中！

　子育て支援センターげんきの月間予定（行事・
講演など）を掲載
【設置場所】子育て支援センター・あいあい
21・公立芽室病院・図書館・役場総合案内
窓口・各保育所（園）　※FAX送信も可能です。

＊６月26日（金）「あかちゃん広場」　10：00から
対　　象　０歳のお子さんと保護者
　廃品などを材料におもちゃ作りをします。作業中
は子育てサポーターがお子さんの遊び相手をします。
　この日は、めむろてつなん保育所で煙の恐ろしさ
を体験する「煙り体験」があります。こちらにも参加
希望の方はハンカチをご持参ください。

＊７月７日（火）「散歩に行こう」
　保育所周辺を散歩します（ベビーカーでの参加も可）。
申込不要（10時15分、支援センター玄関前出発）

＊７月９日（木）「消防署見学」
　子どもたちの大好きな消防車を見学に行きます。
・10時15分　芽室消防署集合（雨天決行）　　
・申込期限　７月７日（火）

＊７月17日（金）「着付け講座」（おしゃべり広場）10：00から
親子で浴衣を着られるようになりませんか。
・準　　備　浴衣・帯・腰紐など必要なもの　　
・申込期限　７月10日（金）（託児あり）

 
　

　
　

　

　

　　　　
　　　　

　　　　
　　　　

　
　

　子育て支援係では、お子さんの発達の状
態に合わせた福祉・療育サービスをご提案
するために、発達相談を行っています。
○相談は地域コーディネーター、
発達心理相談員、保健師など、
子育て支援係職員が担当します。
○発達検査を行い、お子さんの発

達の状態をお知らせします。
○お子さんに合った療育機関の紹介や、各
種制度など活用できる情報をお知らせし
ます。
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　子育て支援センター“げんき”は、妊婦さん、就学前のお子さんと保護者・祖父母の方を対象に、
遊びの場・情報交換の場・交流の場として開放しています。
●開放日　月・火曜日 10時～11時30分　　木曜日　10時～11時30分/13時30分～15時
　　　　　第３土曜日（原則） 10時～11時30分
問子育て支援センター　西２条南６丁目（めむろてつなん保育所併設）　☎61-3030　  61-3886

のびのびクラブ（前期）募集中！
３回１コース（託児あり）
・子育て中の仲間同士で、学び・体を動か
　し・リフレッシュしませんか。
＊申込期限　６月25日（木）：15組限定
１回目　７月３日（金）「親子で遊ぼう」
２回目　８月５日（水）「作って食べよう」
３回目　９月４日（金）「リフレッシュ講座」

　児童福祉法が改正され、児童虐待の未然防止や早期発見のために、平成20年度から市町村にも相談窓口を設置
しています。子どもの虐待には大きく分けて４つのタイプがあります。

＊多くの親は虐待している自分自身に悩み、やめたいと苦しみ、ひとりで問題を抱えています。
　不安や悩みを抱え込まずに、お電話ください。
＊連絡された方の秘密は守られます。虐待を疑ったり、発見したときはご相談ください。
　虐待の通告（連絡）は子どもを守り、親を救うことにもなります。
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身体的虐待
殴る、蹴る、溺れさ
せる、タバコの火を
つける、戸外に締め
出すなど

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょ
うだい間の差別、子どもの前
で配偶者やその他の家族に対
して暴力を振るうなど

性的虐待
子どもへの性交、性
的行為の強要、性器
や性交を見せるなど

ネグレクト
病気やケガをしても病院に連れ
ていかない、適切な食事を与え
ない、自動車や家に置き去りに
する、不潔なままにするなど

　今月号から、発達支援について連載させていただきます、子育て
支援課の地域コーディネーター清末有二です。どうぞよろしくお願
いします！
「発達支援って何？」という方も多いのではないでしょうか。連載
の中で、発達を支えるということ、周囲の理解、地域の支えについて、
イメージをふくらませていければと考えています。

“みんなちがって
みんないい”
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　得意や苦手はみんな違います。そして発達のバラ
ンスも人それぞれで、一人として同じ発達のバラン
スの人はいません。“特に得意”、“特に苦手”というと
ころが目立つ人もいれば、目立たない人もいます。
　ハリウッドスターのトムクルーズさんをご存知で
しょうか。「トップガン」を皮切りに、有名な映画に
たくさん出演されている方ですよね。
　このトムクルーズさん、文字を読むことに困難を
抱えています。本を読むことが“特に苦手”で、アル
ファベットの似た文字（例えばaと d）やさかさまに
なっている文字（例えばpと q）が識別できないそう
です。
「ではどうやって台本を読むの？」と思われますよね。
　彼は、台本を読んでもらってそれを録音し、繰り

返し聞くことで覚えるそうです。これはディスレク
シア（読字障がい）という状態です。得意・苦手で言
うと、読むことの“特に苦手”が目立つタイプと言え
ます。
　学生時代には、人より多く読む練習をさせられた
と思いますが、上手に読めるようになりませんでした。
でもご活躍され、世界的なスーパースターですよね。“特
に苦手”なことがあることは、劣っていることでも
悲惨なことでもないということを私たちに教えてく
れています。
「苦手さ」に対して、繰り返し練習する・トレーニ
ングして普通に近づける、ということ以外にもう一つ、
「支える」という方法もあります。この連載では、「支
える」ことについて考えていきます。

『ハリウッド・スター』


